
 

京都市模擬店取扱要領 

 

（目的） 

第１条 この要領は、食品衛生法第５５条の規定による営業の許可の対象とならな

い模擬店における食品の取り扱いについて、衛生指導に関する事項等を定め、こ

れに起因する食品の危害発生の防止に資することを目的とする。 

 

（模擬店の範囲） 

第２条 この要領において模擬店とは、次のいずれかの事業に付随して行われ、地

域振興、福利厚生及び親睦等を目的とした軽易な食品の提供行為をいう。ただし、

社会通念上営業と解されるものは除く。 

 ⑴ 神社、寺院、教会等の縁日、祭礼等 

⑵ 本市等の自治体が主催するイベント等 

⑶ 自治会等が主催する運動会、イベント等 

⑷ 学校等（保育所、幼稚園を含む。）が行う文化祭等 

⑸ 社会福祉機関が行う各種行事 

⑹ 商工会、会社が主催する運動会、イベント等 

⑺ 農協等の各種団体が主催するイベント等 

⑻ その他、他の事業に付随して行われるもの 

 

（届出） 

第３条 模擬店の開設者は、事前に次に掲げる事項を記載した届出書を保健所長に

届け出るものとする。 

⑴  開設者責任者の氏名、住所及び電話番号 

⑵  模擬店の名称 

⑶  模擬店の開催場所 

⑷  模擬店の開催年月日 

⑸  取扱食品 

⑹  その他提供食品別作業工程表及び配置図等衛生指導に必要な書類 

 

（取扱食品等） 

第４条 模擬店における食品の取り扱いに当たっては、食品衛生上の危害防止の観

点から、次の事項を遵守すること。 

 ⑴ 提供する食品は、客への提供直前に十分加熱処理されたものであること。た

だし、喫茶類など食品衛生上支障がないと認められるものを除く。 

 ⑵ 食材は、事前に調理場等の清潔な場所（以下、「調理場等」という。）で下処

理されたものを使用すること。 

 ⑶ 生もの（刺身、加熱処理されていない食材を使った寿司等）を提供しないこ

と。 



 

 ⑷ 使用する水は、食品衛生法施行規則別表第１７第４号イに規定する飲用に適

する水とすること。 

 ⑸ 原則として、出店しているイベント会場等において、短時間のうちに喫食す

ること。 

 

（衛生管理） 

第５条 模擬店の開設者は、食品衛生の確保を図るため、次の事項に留意すること。 

 ⑴ 出店場所及びその周辺は、衛生上支障のないように保持すること。 

⑵ 手洗い設備及び手指の消毒設備は、常に使用できる状態にしておくこと。 

⑶ 食品を取り扱う者は、手指の洗浄及び消毒を徹底し、必要に応じて使い捨て

手袋を着用すること。 

⑷ 取扱う食品は、当該食品に適した温度及び方法で保管し、微生物の汚染がな

く、防塵等に配慮するなど、衛生的に取り扱うこと。 

⑸ 提供する食品は前日調理を行わないこと。 

⑹ 出店場所において、原材料の下処理及び仕込み等は行わないこと。 

⑺ 食品を取り扱う者は、衛生的な衣服を着用し、必要に応じて帽子等を着用す

ること。 

⑻ 食品取扱者が手指の洗浄を行いやすいよう、手洗い設備を会場内又はその近

辺に確保すること。 

⑼ 下痢や嘔吐、発熱等の症状を有する者は、食品に直接触れる作業に従事しな

いこと。 

⑽ 廃棄物及び排水の処理は適切に行うこと。 

 

（その他） 

第６条 模擬店の開設者は、不特定又は多数の者に食品を提供する行為には食品衛

生法に定める食品等事業者と同様の社会的責任があることを自覚し、次の事項

に留意すること。 

⑴ 施設が無人となることがないようにすること。 

⑵ 食品の取り扱いに従事する者の健康状態や衛生的な食品の保管、提供が行わ

れていることを確認すること。 

⑶ 提供した食品に起因すると疑われる健康被害に関する情報を得たときは、速

やかにこれを保健所に報告すること。 

 ⑷ 事前に講習会その他の方法により、食品の取り扱いに従事する者に前二条に 

定める事項を周知すること。 

 

附 則 

 この要領は、平成２９年１１月２７日から施行する。 

附 則 

 この要領は、令和３年６月１日から施行する。 



 

附 則 

 この要領は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要領は、令和４年１０月１日から施行する。 

 


